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平
成
25
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）案
な
ど

32
議
案
を
可
決
・
同
意
・
認
定
 

定
例
会
の
あ
ら
ま
し 

○
教
育
委
員
会
委
員 

　
　

伊
藤　
　

昇

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦 

川
手　

重
光

○
東
野
財
産
区
管
理
委
員 

　
　

久
保
田
芳
輝

○
千
代
財
産
区
管
理
委
員 

　
　

楯　
　

勝
幸

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査 

本
会
議
で
の
反
対
の
意
思
表
示 

同
意
し
た
人
事
（
敬
称
略
） 

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決

２４

算
認
定
案
件　

件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
認
定
し
ま

１５

し
た
。

ま
た
、
平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２５

（
第
２
号
）案
な
ど　

件
が
上
程
さ
れ
、
う
ち
４
件
は
報

１７

告
を
受
け
、
人
事
案
件
４
件
を
本
会
議
で
同
意
、
９
件

は
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
経
て
、
本
会
議
で

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
請
願
１
件
、
陳
情
５
件

が
提
出
さ
れ
、
最
終
日
の
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
の

う
ち
３
件
に
対
し
て
反
対
の
意
思
表
示
が
あ
り
ま
し

た
。採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
委
員
長
報
告
の
と
お

り
、
陳
情
第
１
号
は
不
採
択
、
陳
情
第
２
号
は
採
択
、

陳
情
第
５
号
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は　

人
の
議
員
が
市
政
全
般
に

１８

わ
た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
４
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

　

提
出
議
案
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
、
社
会
文
教
、
産

業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
集
中
的
に
審
査

し
ま
し
た
。

　

質
疑
等
の
内
容
は
、
６
ペ
ー
ジ
か
ら
の
各
常
任
委
員

会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

������

　

委
員
会
に
お
け
る
陳
情
の
審
査
結
果
に
対
し
、
本
会

議
で
反
対
の
立
場
か
ら
意
思
表
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
陳
情
の
詳
細
は
各
常
任
委
員
会

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

陳
情
第
１
号
（
社
会
文
教
委
員
会
で
審
査
）

　

国
に
対
し
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し
な
い
よ
う
求

め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

■
不
採
択
と
し
た
こ
と
に
反
対　

陳
情
第
２
号
（
総
務
委
員
会
で
審
査
）

　

国
に
対
し
、
予
定
さ
れ
る
消
費
税
増
税
に
当
た
り
複
数
税
率

を
導
入
し
、
新
聞
に
は
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
よ
う
意
見
書
を

提
出
願
い
た
い
。

■
採
択
と
し
た
こ
と
に
反
対　

陳
情
第
５
号
（
総
務
委
員
会
で
審
査
）

　

国
に
対
し
、
憲
法
改
正
を
容
易
に
す
る
た
め
に
第　

条
を
改

96

正
し
て
発
議
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

■
不
採
択
と
し
た
こ
と
に
反
対

第
３
回
定
例
会
を
、
８
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま
で

２７

２４

　

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

２９
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平成24年度飯田市各会計の決算を認定 

市
の
会
計
に
は
、
基
本
的
な
行
政
運
営
の
経
費
を
経
理
す
る
一
般

会
計
と
特
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
経
費
を
経
理
す

る
特
別
会
計
と
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
に
は
国
民
健
康
保
険
、
介

護
保
険
、
下
水
道
、
水
道
、
病
院
な
ど　

の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

１４

平
成　

年
度
の
決
算
に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

２４

せ
た
歳
入
の
合
計
は
、
８
７
５
億
２
千
２
百
万
円
余
、
歳
出
の
合
計

は
８
６
９
億
５
千
７
百
万
円
余
と
な
り
、
差
し
引
き
５
億
６
千
５
百

万
円
余
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
の
上
認
定
し
ま

し
た
。
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政務調査報告 
　政務活動費を活用し、25年5月から9月までに実施した各
会派の調査研究の概要です。 
　9月24日には、政務調査研究報告会を議場で行いました。 

■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。 
　http://www.city.iida.lg.jp

会派のぞみ 

会派みらい 

市民パワー 

日本共産党 

■実 施 日　7月29日（月）～31日（水） 
■調査事項 
・弘前市の先駆的観光政策について （青森県弘前市） 
・全天候多目的大空間施設整備大館樹海ドームについて (秋田県大館市） 
・能代ふれあいプラザ・サンピノについて （秋田県能代市） 
・ＪＡＸＡ能代ロケット実験場の視察について （秋田県能代市） 
・秋田市子ども未来センターの現状について （秋田市）　　　 

■実 施 日　8月1日（木）～3日（土） 
■調査事項 
・移住定住政策について （北海道安平町） 
・「いわない楽座」の取組みについて  
 （北海道岩内町） 
・買い物弱者に対する民間事業者の取組みについて 
 （北海道札幌市） 

■実 施 日　8月7日（水）～9日（金） 
■調査事項 
・福祉分野における地域づくり事業について 
 （北海道釧路市） 
・釧路市スポーツ合宿受入れ事業について  
 （北海道釧路市） 
・鉄道を活かしたまちづくりについて 
 （北海道岩見沢市） 

■実 施 日　7月31日（水）～8月1日（木） 
■調査事項 
・御前崎市における耕作放棄地対策の調査について 
 （静岡県御前崎市） 
・健康寿命女性日本一までの取組みについて 
 （静岡県吉田町） 
・リニア計画に伴う水資源問題等の調査について 
 （山梨県笛吹市） 
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市
政
を
問
う
！ 

市
政
を
問
う
！ 

市
政
を
問
う
！ 

　

一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行

状
況
や
将
来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
第
3
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
） 

※
■
は
、
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

吉
川　

秋
利 
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

恒
川
遺
跡
群
と
リ
ニ
ア
飯
田
駅

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
考
え

ら
れ
な
い
か
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か
つ
て
東
西
の
交
通
の
結
節
点
で
あ
り
、
文

化
の
融
合
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
当
地
域
の
役
割
が
、
リ
ニ
ア
時
代
に
再
び
よ
み

が
え
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。
当
地

域
の
独
自
の
景
観
や
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
文
化
の

財
産
を
生
か
し
、
訪
れ
た
方
々
が
二
千
年
の
歴
史

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
周
辺
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。
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地
域
農
業
の
維
持
の
面
か
ら
、
ま
た
、
遊
休

農
地
対
策
の
面
か
ら
も
、
新
規
就
農
の
受
入

れ
は
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。
多
く

の
新
規
就
農
者
の
受
入
れ
は
、
農
業
の
技
術
的
支

援
の
み
な
ら
ず
、
日
常
の
生
活
支
援
な
ど
、
地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
も
の
と
考

え
る
。
市
と
し
て
も
地
域
と
連
携
し
て
、
各
地
区

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
た
い
。

竹
村　

圭
史 
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

原　
　

和
世 
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

民
生
・
児
童
委
員
選
任
に
係
る

今
日
的
課
題
は
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当
市
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
も
担
い
手
の
確

保
が
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
民
生
児
童
委

員
の
役
割
の
あ
り
方
や
活
動
範
囲
に
つ
い
て
、
全

国
レ
ベ
ル
の
組
織
で
研
究
を
始
め
た
と
聞
く
。
市

と
し
て
も
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
現
状
を
分

析
し
、
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、
定
員
増
や
、
活

動
費
算
定
基
準
の
増
額
等
は
関
係
機
関
に
改
善
を

申
し
入
れ
て
い
る
。
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福
沢　
　

清 
議
員
（
会
派
み
ら
い
）
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道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
勉
強
会
と
い

う
形
で
、
国
、
県
、
市
町
村
の
担
当
者
レ
ベ

ル
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
交
通
ア
ク

セ
ス
を
含
め
た
駅
と
中
心
市
街
地
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
市
と
し
て
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
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村
松　

ま
り
子 
議
員
（
公
明
党
）
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投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
単
位
で
約
３
万
９

千
世
帯
に
郵
送
を
し
て
い
る
。
現
在
の
ハ
ガ

キ
形
状
の
入
場
券
に
宣
誓
書
を
も
う
け
る
と
、
の

り
付
け
の
二
つ
折
か
ら
、
三
つ
折
り
の
三
連
圧
着

式
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。
費
用
対
効
果
を
勘

案
す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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湊　
　
　

猛 
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）
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道
の
駅
「
遠
山
郷
」
は
、
長
野
県
の
南
の
玄

関
口
と
し
て
非
常
に
重
要
な
拠
点
と
な
る
。

南
の
玄
関
口
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
遠
山
郷
観
光
戦
略
計

画
」
を
策
定
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お
聞
き
す

る
中
で
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
。
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清
水　

可
晴 
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）
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遠
山
郷
に
は
、
合
宿
に
適
し
た
施
設
が
い
く

つ
か
あ
る
。
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
や
中
央
構

造
線
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
自
然
文
化
や
、
霜
月
祭

り
な
ど
の
民
俗
文
化
が
豊
か
な
地
域
で
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
学
術
的
な
合
宿
利
用
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
指
定
管
理
先
や
地
元
関
係
団
体

と
と
も
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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山
崎　

昌
伸 
議
員
（
無
会
派
）

事
務
事
業
実
績
評
価
表
は
生
か

さ
れ
て
い
る
か

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



事
務
事
業
実
績
評
価
表
に
お
い
て
、
振
り
返

り
や
改
革
改
善
の
内
容
に
不
十
分
な
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
改
善
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
事
務
事
業
評
価
は
、
そ
の
事
業
に
対
し
説

明
責
任
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
材
育
成

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
意
識
し
て
、
取
組
み
を
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
。
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森
本　

政
人 
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
組
み
は
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市
内
に
は
現
在　

ほ
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
活

６０

動
し
て
い
る
。
当
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
、
ム
ト
ス
飯
田

推
進
委
員
会
と
担
当
す
る
市
の
事
務
局
職
員
と
の

就
農
支
援
へ
の
取
組
み
は

投
票
率
向
上
に
向
け
た

取
組
み
は

道
の
駅
整
備
の
考
え
は

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
受
入
れ
の

取
組
み
は

リ
ニ
ア
飯
田
駅
と
中
心
市
街
地

と
の
ア
ク
セ
ス
は
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連
携
体
制
を
整
え
て
、
実
情
に
即
し
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
と
っ
て
お
り
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
的
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
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古
川　
　

仁 
議
員
（
日
本
共
産
党
）

介
護
保
険
制
度
に
対
す
る

考
え
は
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こ
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
今
後
も
国
レ
ベ
ル
の
議
論
が
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
な

く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
度
が
進
ん
で
し
ま
う

恐
れ
も
あ
り
、
ま
た
保
険
者
で
あ
る
市
が
独
自

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
財
源
確
保
を
は
じ

め
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
軽
度
認

定
者
の
保
険
給
付
継
続
は
、
県
市
長
会
の
議
題
と

し
て
協
議
さ
れ
て
お
り
、
国
に
対
し
継
続
を
要
望

す
る
。
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湯
澤　

啓
次 
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

リ
ニ
ア
環
境
影
響
評
価
準
備
書

公
表
後
の
取
組
み
は
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リ
ニ
ア
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
リ
ニ
ア
本

体
工
事
、
関
連
付
帯
事
業
、
戦
略
的
地
域
づ

く
り
が
三
本
柱
と
な
っ
て
い
る
。
準
備
書
公
表
後

は
、
具
体
的
な
落
と
し
込
み
を
進
め
る
こ
と
に
な

る
が
、
地
域
の
状
況
や
希
望
を
確
認
し
、
関
連
団

体
と
の
連
携
を
深
め
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

永
井　

一
英 
議
員
（
公
明
党
）

猛
暑
に
お
け
る
小
中
学
校
へ
の

対
策
は
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異
常
と
も
い
え
る
夏
の
暑
さ
は
毎
年
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
、
来
年
以
降
も
厳
し
い
暑
さ
が

続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
児
童
生
徒
が
学
ぶ
環
境

を
確
保
す
る
こ
と
は
大
事
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
現
在
ま
だ
一
部
の
教
室
に
扇
風
機
の
配

置
が
で
き
な
い
学
校
も
あ
る
の
で
、
当
面
は
普
通

学
級
や
特
別
支
援
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
て
い

き
た
い
。
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小
倉　

高
広 
議
員
（
日
本
共
産
党
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
け
る

自
己
負
担
の
現
状
は
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障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
や
充
実
を
通
じ
て
、
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ん
全
員
が
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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熊
谷　

泰
人 
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）
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現
在
、
鳥
獣
被
害
対
策
を
進
め
る
体
制
と
し

て
、
県
の
鳥
獣
被
害
対
策
チ
ー
ム
や
、
専
門

的
知
見
の
活
用
の
た
め
、
サ
ル
な
ら
信
州
大
学
な

ど
と
の
連
携
を
深
め
被
害
対
策
を
進
め
て
い
る
。

一
方
で
広
域
的
な
対
策
は
進
ん
で
い
な
い
部
分
で

あ
り
、
関
係
す
る
団
体
・
機
関
連
携
は
大
事
な
課

題
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
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清
水　
　

勇 
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

中
山
間
地
域
振
興
計
画
と

農
振
除
外
に
つ
い
て
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�
�
�中

山
間
地
域
に
限
ら
ず
、
地
域
に
お
い
て
農

地
を
守
る
こ
と
や
、
農
業
の
後
継
者
対
策
は

重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
農
振
農
用
地
の

除
外
と
、
優
良
な
農
地
の
確
保
に
あ
っ
て
は
、
関

係
法
令
等
を
順
守
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
行
っ
て
い
く
か
が
非
常
に
重
要
な
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

木
下　

容
子 
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
み
は
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�現

在
は
、
現
金
書
留
、
納
付
書
で
の
納
付
を

お
願
い
し
て
い
る
。
納
付
環
境
の
充
実
は
、

ご
寄
附
い
た
だ
く
方
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に
な

り
、
更
な
る
ご
寄
附
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
当

市
に
お
い
て
も
他
の
自
治
体
の
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
な
ど
の
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
し
、
早
期
実
現
に
努
め
た
い
。
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木
下　

克
志 
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

営
農
対
策
に
つ
い
て
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市
内　

地
区
に
農
業
振
興
会
議
を
設
置
し
、

１６

集
落
の
話
し
合
い
に
よ
る
集
落
複
合
経
営
の

推
進
や
、
集
落
内
の
耕
作
放
棄
地
を
モ
デ
ル
的
に

解
消
す
る
事
業
な
ど
、
地
域
の
創
意
工
夫
で
農
業

振
興
を
図
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は

事
業
助
成
の
ほ
か
、
職
員
を
配
置
し
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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後
藤　

荘
一 
議
員
（
日
本
共
産
党
）
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今
後
、
事
業
が
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

影
響
を
受
け
る
地
域
の
状
況
、
工
事
方
法
等

に
よ
る
課
題
が
明
ら
か
に
な
る
。
工
事
に
お
け
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
大
型
公
共

工
事
の
経
験
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
事
業
者
と
の

協
議
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
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い
い
だ
市
議
会
だ
よ
り

掲
載
内
容
の
訂
正
に
つ
い
て
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�
�
�
で
、
市
所
有
の
排
水
ポ
ン
プ
車
を

�
�
�
�
と
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
ポ
ン

プ
車
の
所
有
台
数
に
つ
い
て
は
、�
�
�
�
で

し
た
の
で
、
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
中
の

対
応
は

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
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案
件
の
概
要
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6
月　

･　

･　

日
に
管
外
視
察
、
7
月　

日
、
9
月
9
日
、　

日
に
委
員
会
を

２６

２７

２８

２３

２４

開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
、
管
外
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
委
員
会 
総
務
委
員
会 

旧
飯
田
測
候
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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議
案
第　

号
１００

請
願
・
陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

電
子
入
札
導
入
に
必
要
な
経
費

は

陳
情
第
2
号

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
採
択
」
と
し
ま
し
た

★
意
見
書
の
提
出
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★
委
員
会
で
の
主
な
意
見
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陳
情
第
5
号

★
陳
情
者
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■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
不
採
択
」
と
し
ま
し
た

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見
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管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
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平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

２４

決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第　

号
１０８
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整

備
推
進
基
金
の
現
在
高
は
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陳
情
者
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社
会
文
教
委
員
会 
社
会
文
教
委
員
会 

　

7
月
1
･
2
･
3
日
に
管
外
視
察
、
7
月　

日
、
9
月　

日
、　

日
に
委
員
会
を

２３

１１

１２

開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
、
管
外
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２５

（
第
2
号
）案

民
間
保
育
所
の
保
育
士
等
処
遇

改
善
補
助
金
は
臨
時
的
な
支
出
か
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議
案
第　

号
１０６

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
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学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
予

定
は
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英
語
教
育
推
進
の
た
め
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
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平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

２４

定
に
つ
い
て

飯
田
荘
の
老
朽
化
対
策
の
見
通

し
は�
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議
案
第　

号
１０８

請
願
・
陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

陳
情
第
１
号

★
陳
情
者
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�
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■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
不
採
択
」
と
し
ま
し
た

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見
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★
意
見
書
の
提
出
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陳
情
第
3
号

★
陳
情
の
趣
旨
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■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
採
択
」
と
し
ま
し
た

★
意
見
書
の
提
出
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陳
情
第
4
号

★
陳
情
の
趣
旨
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■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
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産
業
建
設
委
員
会 
産
業
建
設
委
員
会 

　

7
月
9
･　

日
に
管
外
視
察
、
7
月　

日
、
9
月　

日
、　

日
、　

日
に
委
員
会

１０

２４

１３

１７

２４

を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
、
管
外
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２５

（
第
2
号
）案

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
実
施
予
定
は

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�

今
後
、
伊
賀
良
井
、
上
郷
大
井
で
実
証

実
験
を
し
て
い
く
。

議
案
第　

号
１０６

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
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鳥
獣
の
捕
獲
奨
励
金
の
支
払
先
は
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猟
友
会
に
支
払
っ
て
い
る
。

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

２４

決
算
認
定
に
つ
い
て

合
併
浄
化
槽
使
用
に
関
す
る
指
導
は
適
切
か
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議
案
第　

号
１０８

「
広
報
い
い
だ
」を
通
じ
、
設
備
の
適
正

な
使
用
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
適

正
に
管
理
し
て
い
る
か
業
者
に
委
託
し
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

県
か
ら
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
業
務
移
管
の
要
請
は
あ
る
か
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県
か
ら
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
要
請
が
あ

る
が
、
市
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

天
龍
峡
活
性
化
事
業
の
主
体
は
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平
成　

年
度
か
ら
、
地
元
で
ワ
ー
ク

２３

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
検
討
し
て
き

た
。
天
龍
峡
大
橋
完
成
ま
で
を
目
途
に
、
地

域
主
体
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

平
成　

年
度
飯
田
市
地
方
卸
売
市
場
事
業

２４

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

各
部
門
の
今
後
の
見
通
し
は

�
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�
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�
�
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�


�
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大
型
店
舗
に
お
け
る
市
場
外
取
引
の
増

加
や
地
域
の
中
小
店
舗
の
減
少
に
よ
り

卸
売
市
場
の
取
り
扱
い
は
減
少
し
つ
つ
あ

る
。

議
案
第　

号
１１２

平
成　

年
度
飯
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会

２４

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

雨
水
浸
透
ま
す
な
ど
の
設
置
を

下
水
道
会
計
と
し
た
理
由
は

議
案
第　

号
１１６
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当
該
事
業
は
国
庫
補
助
対
象
で
あ
る
た

め
、
一
般
会
計
の
事
業
で
は
な
く
、
下

水
道
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

請
願
・
陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

請
願
第
3
号

★
請
願
の
趣
旨
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■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
採
択
」
と
し
ま
し
た

★
意
見
書
の
提
出
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出
さ
れ
た
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

準
備
書
に
関
し
、
騒
音
、
振
動
対
策

に
つ
い
て
環
境
基
準
と
の
整
合
を
図

る
よ
う
努
め
る
と
あ
る
が
、
地
上
区
間
及

び
駅
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
鑑
み
、
景
観
に
配
慮
し
た
上
で
、
む
し

ろ
環
境
基
準
を
下
回
る
対
策
を
講
じ
さ

せ
る
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

生
活
へ
の
影
響
を
い
か
に
低
く
抑
え

る
か
を
踏
ま
え
意
見
集
約
し
、
意
見

書
を
提
出
し
て
い
き
た
い
。

地
下
水
や
水
資
源
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
準
備
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
事
後
調
査
で
は
な
く
、
問
題
が
発
生
し

た
都
度
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
応
を
求
め
た
い

が
、
市
の
考
え
は
。

準
備
書
は
、
３
キ
ロ
幅
の
中
で
環
境

に
与
え
る
調
査
を
実
施
し
た
結
果
で

あ
る
の
で
、
今
後
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
個
別
調
査
す
る
よ
う
求
め
た
い
。

非
常
口
（
斜
坑
）
が
今
宮
町
に
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
付
近
は
通
勤
や
通

学
の
道
路
が
あ
る
。
実
際
の
工
事
に
あ

た
っ
て
市
民
生
活
に
影
響
が
で
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら

し
っ
か
り
説
明
を
受
け
た
い
。
地
域

の
状
況
に
あ
っ
た
施
工
方
法
を
と
る
よ

う
要
望
し
た
い
。

準
備
書
に
対
す
る
意
見
集
約
の
方
法

は
。

準
備
書
に
対
す
る
意
見
書
は
、
市
民

誰
も
が
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
直
接
提
出
で
き

る
。
市
と
し
て
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
促
進
飯
伊
地
区
期
成
同
盟
会
と
し

て
何
ら
か
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
き

た
い
。駅

は
広
大
な
空
き
地
に
つ
く
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
あ
る
程
度
の

駐
車
場
も
必
要
と
な
る
。
そ
こ
に
住
む

人
た
ち
の
住
み
づ
ら
さ
の
解
消
の
た
め

の
政
策
を
現
時
点
で
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。ル

ー
ト
や
駅
位
置
が
発
表
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
様
々
な
課
題
が
見
え
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
総
力
を
挙

げ
て
市
役
所
全
体
で
対
応
し
て
い
く
。

住
み
に
く
さ
の
解
消
に
向
け
て
の
市
の

役
割
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

リ
ニ
ア
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
第
２

の
柱
、
社
会
基
盤
整
備
と
し
て
市
が

示
す
と
し
た
、
た
た
き
台
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

駅
位
置
が
明
ら
か
に
な
っ
た
中
で
、

道
路
軸
を
示
し
な
が
ら
、
駅
周
辺
に

必
要
な
機
能
、
中
心
市
街
地
と
広
域
交
通

拠
点
と
し
て
の
駅
周
辺
と
の
関
係
性
と

い
っ
た
面
的
な
飯
田
市
の
都
市
構
造
を

ど
う
考
え
る
か
、
都
市
づ
く
り
の
た
た
き

台
と
な
る
考
え
方
を
示
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
も
関
心
が
高
い
と
思
う

が
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
反
映
す

る
方
法
は
。

昨
年
度
も
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が

走
る
ま
ち
」
の
冊
子
を
作
成
、
配
布

し
、
一
緒
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
た
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は
大
切
で
あ
り
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。
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9
月　

日
に
開
催
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
報
告
が

１９

あ
り
、
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た　

月
2
日
の
委
員
会
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
環
境
影

１０

響
評
価
準
備
書
に
対
す
る
意
見
の
提
出
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

非常口（山岳部） 

非常口（山岳部） 

保守基地 

天竜川橋梁 

長野県駅 
非常口（山岳部） 

非常口（山岳部） 

保守基地 

天竜川橋梁 

長野県駅 

長野県内ルート概要
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　平成24年度事務事業について、7 月から 9 月にかけて行

政評価を実施しました。施策及び事務事業622件から、31施

策、78事業の説明を受け、施策17、事務事業39の計56件につ

いて検証し、9月24日に市側へ提言を行いました。

　提言の中から主なものを紹介します。

■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。

　http://www.city.iida.lg.jp

議会による行政評価・提言 議会による行政評価・提言 
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議長記者会見開催
■期　　日　9月２６日（木）
■会見内容
　� 議会による行政評価・提言について
　� 議会報告会について

　9月２４日に市側に提出した、行政評価に係る
提言について、関係する常任委員長出席のも
と、説明しました。

 平成２５年度　議会報告会開催 
　議会報告会は、今年で ６ 回目となります。自治基本条例に定められた「市議会の責務」を果た

すために、議会活動の報告を通し、市民の皆様との情報の共有化を図るとともに、意見交換によ

り政策的な課題を見つけ出し、報告会を起点として政策づくりにつなげてまいります。全議員が

参加し、議会としての政策立案能力を高める、重要な機会と位置付けています。

　１０月 ２ 日（水）の遠山ブロックを皮切りに市内 ６ カ所で開催しました。

　今回は遠山、西部、中部ブロックの報告会の様子を写真で紹介します。北部、飯田 5 地区、竜

東ブロックの様子は次号でお伝えします。
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議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載） 議 員 紹 介  議 員 紹 介  

～日頃の心がけが大切～
　 熊  谷 　 泰  人  
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～星空ウォッチング～
 湯  澤 　 啓  次  
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議会報告会へ参加いただき
ありがとうございました。
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